
第2回 レーシング講習会 概要

◆テーマ：スタート関連の知識、活用法

・レース運営とは

・スタートライン設定

・スタートまでの流れ、信号旗

・リコール

・大会と練習のギャップ

・まとめ

◆第1回担当

藤野 隼（ふじの しゅん）

主なレース運営実績

・2024関東選手権

・2025関東選手権

・2026ILCAジュニアユースチャレンジカップ

選手としてもILCA全日本などのレースに参加

本日のゴール：スタート成功率を上げる糸口を見つける



◆良いレース運営とは？（個人的な考えです）

・安全であること→レスキュー艇、レスキュー要員の配置

・フェア（公平・公正）なレースであること→選手の技量で順位がきまる、過度な風などの変化で順位が決まるのは好ましくない

・各レースの重みをそろえること→ターゲットタイムの設定

レース運営とは

レース委員会
・レース運営

プロテスト委員会
・オンザウォータージャッジ
・審問、救済

テクニカル委員会
・計測、海上計測
・装備品の交換等

事務局
・その他陸上業務全般

大会運営組織図

コース変更（C旗）、コース短縮（S旗）、レース延期（AP旗）、レース中止（N旗）などの信号旗を活用

◆レース運営の流れ

準備

マーク設置（ソーセージコース）

1.スタートライン設定

2.上マーク設置

3.下マーク設置

4.フィニッシュライン設置

レースマネジメント
 

各種信号旗を
活用

成績集計、片付け

レース運営の順序に従って今回はスタートライン関連を取り上げます



スタートライン設定

上有利/下有利は刻々と変化します

◆設定要素
・距離：参加艇数に応じて設定
・角度：風軸を目安に設定

参加艇数や
運営体制に
よってはマーク

・距離目安＝参加艇数×4.23m（ILCA 全長）×1.2～1.5

※実際の運用上は艇数×５mで計算することが多い

（例）50艇×5m＝250m

※風速が上がるにつれて延長（最大50ｍ程度）

・角度（風軸）：風向変化の幅の中心（例：風向170°～190°なら180°）
※風軸の左右からの時間差や強弱による調整や今後の
予想される変化を折り込んだ調整を行うことがある
又、上マークと本部船で観測する風向に差がある場合
コースの角度とスタートラインの角度が違う設定になることがある
レース委員長の個性がでます



1.スタート10分前以前：オレンジ旗↑（スタートライン設置完了）

※SI次第：1つのレースまたは一連のレースがまもなく始まることを艇に注意喚起するために、予告信号が

掲揚 される最低5分以前に音響1声とともにオレンジ旗を掲揚する→概ねスタート10分前に掲揚

※準備信号掲揚まではスタートライン角度は調整されることがあります→見通しが変わる可能性があります

2.スタート5分前：予告信号（クラス旗）↑

3.スタート4分前：準備信号（P旗/U旗/黒色旗）↑

※P旗：リコール解消可能

※U旗/黒色旗：リコール解消不能

4.スタート1分前：準備信号（P旗/U旗/黒色旗）↓

5.スタート：予告信号（クラス旗）↓

スタートまでの流れ、信号旗

スタートまでの流れとルールを覚えてスタート5分前で時計を合わせよう

オレンジ旗↑のタイミングをつかんで予告信号↑で時計を合わせよう！

◆補足

・ゼネリコ旗/AP旗/N旗↓1分後に予告信号（クラス旗）↑(RRSにて規定）

・AP旗/N旗＋オレンジ旗の場合はスタートラインを離れるのは危険

・オレンジ旗↓でAP旗/N旗の場合はレース再開(予告信号（クラス旗）↑)まで時間がかかるとレース委員長は考えている

※オレンジ旗↓は音響信号は無し



リコール

コンデション（風、波、潮、ライン傾き）に応じた残り時間と距離の関係を把握しよう

◆リコール艇（OCS/UFD/BFD）特定方法：スタートまでの残り時間とラインまでの距離に応じて危険度とセールナンバーを記録

【1分半前】

1 2
3

4

3チェック

※前に出ていた艇が押し出されてリコールする傾向がある

【1分前】

1 2
3

4

3デンジャー

【スタート】

1 2
3

4

3アウト

【ラインに近づきすぎた場合の対応】

ベアしてアプローチし
なおすと失敗するこ

とが多い、
バックする方がよい

チェック：リコールする可能性がある デンジャー：リコールする可能性が高い アウト：リコール

危険度 高

・時間に応じて適切にラインに近づいていくことが重要、自分なりのスタートルーティンを持ちましょう



大会と練習のギャップ（差と違い）

ギャップを把握して大会仕様の練習も取り入れてみましょう

大会（例） 練習（例）

ギャップ
・ボートとボートでスタートライン

・ライン距離が180m以上

・5分前からカウントダウン

・U旗ルール（P旗は使用されない）

・マークとマークでスタートライン

・ライン距離が50m程度

・3分前からカウントダウン

・準備信号のルールが不明確

◆想定される問題

・上スタート/下スタートでのマークとボートの違いによる出遅れ

・ライン距離の差によるラインまでの距離感の誤差

→出遅れ・リコール

・カウントダウン時間の差によるアプローチ開始のずれ

→並びだしが間に合わず出遅れ

・ラインにビタづきして並ぶ癖がつきやすい

→フルスピードでスタートできない、リコールの可能性が高い



まとめ

為になる内容があればぜひ練習に落とし込んでみてください

本日のゴール：スタート成功率を上げるための糸口を見つける

◆提案

・時計を5分前で合わせる

→信号旗のルール覚えよう

・リコールを防ぐ

→時間と距離の使い方のルーティーン・パターンを作ろう

・大会と練習のギャップを減らそう

→練習内容を見直して大会を想定した練習も取り入れてみましょう

◆次回予告
・コース変更、コース短縮
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